鎌倉市自治基本条例策定市民会議運営委員会

策定作業部会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年６月２９日（木）午後６時～８時分

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎２階　全員協議会室

	出席者：吉田（議事進行）、小河、國友、児島、平倉、増田、植木（総務）、春日（総務）、郡司（総務）
事務局：征矢、渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

◎　策定作業の進め方についての協議

・児島さんより、児島案（6/20）は増田案に対立するものではないが、「なぜ条例が必要か」などについての共通理解が必要であり、まず、基礎的な学習が必要である旨の意見があった。
・平倉さん、小河さん、増田さんから、それぞれ別紙の案について説明があった。

· 平倉案骨子

· 市職員の考え・実態を知るための資料を各部に提出させ、レポートを作成

· レポートを策定作業に活かす

· 小河案骨子

· スケジュールをⅠ期、Ⅱ期に分ける

· Ⅰ期は要綱作り、Ⅱ期条例項目の検討を行う

· 「財政の健全性について」をテーマとして追加する
· 増田案骨子
· 策定スケジュールを３段階に分ける

· １段階は条例に盛り込む項目と構成について検討、２段階は条文案作り、３台回は条例素案の策定

· 各段階でPIの検討材料をOUTPUT

· 策定グループ分けを早く行うべき（８グループ）

· １０のテーマから毎回１テーマを取り上げ、全グループで一斉検討する

· グループ長を選任しグループ長会議を開催（前回のまとめ、次回の準備）

· 条例作りに必要な学習を作業初期に行うことは重要
・進め方に関する意見

· 策定作業と学習は相互関連がある

· 革新的な他市等の事例の集約を学習部会に依頼したい

· 「行政の現状を問う」をテーマに加えたい

· ８グループは多すぎる（５～６グループが適当）

○　決定事項
　　・次の事項を次回運営委員会に諮る
· 作業を進める上で必要な共通理解を深めるために学習会を開催する
· ７月の全体会の一部を「何故、条例が必要か」をテーマにしたフリーディスカッションに充てる

· フリーディスカッションで出されて疑問点などを学習会で講師にぶつける

· 全員がいずれかのグループに属することとする

· ７月全体会で決められたグループは固定する

· グループ数は８グループをベースとし、夜間出席できない会員のグループ、メールグループも検討する

· ７月全体会のグループ分けの方法は従来どおり（出席順ランダム）とする

· １０のテーマから毎回１テーマを取り上げ、全グループで一斉検討する

· 検討テーマは増田案の１０のテーマとするが、必要に応じ追加

· グループ長を選出（グループ内互選）し、グループ長会議を開催する

　　・その他

· ７月全体会開催通知には、「グループ分けを行うので是非出席を」の一文を追加すること



	特 記 事 項

今回の決定事項等についての次回運営委員会での説明は増田さんが行うこととなった。


